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2−５ おきなわ県⺠カレッジ（問 18） 
おきなわ県⺠カレッジは、沖縄県教育委員会が主体となり、沖縄の特⾊あ

る⾃然・⽂化・歴史などの「沖縄らしさ」を学ぶ講座をはじめ、いろいろな講
座を県⺠に提供しています。⾃分の興味や関⼼のある講座を⾃由に選んで学
ぶことができます。 

 
1. おきなわ県⺠カレッジを知っていますか。 
問 18 回答欄 
□ 知っている 
□ 聞いたことがある 
□ 知らない  

おきなわ県⺠カレッジの認知度については、「いいえ」と答えた⼈が、
（73.8%）、「はい」と答えた⼈は、（8.3%）に、「聞いたことがある」は（17.8%）
となっている。 

 
男⼥別にみると、男性で「知らない」（74.3%）、「聞いたことがある」（17.0%）、

「知っている」（8.7%）が上位３つで、⼥性は「知らない」（73.7%）、「聞いた
ことがある」（18.0%）、「知っている」（8.3%）となっている。 

 
年代別にみると、20代（86.9%）、30（79.0%）、40代（71.4%）、50代（70.2%）、

60代（77.7%）、70代（64.9%）が知らないとなっている。 
 
地域別にみると、那覇市（76.3%）、名護市（72.8%）、宮古島市（56.6%）、

南⾵原町（76.9%）、中城村（68.0%）が知らないとなっている。 
以上の結果からおきなわ県⺠カレッジの認知度を上げる広報活動などの取

り組みが必要と考えられる。 
  

8.3% 17.8% 73.8%

(100%)

知っている 聞いたことがある 知らない
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2−６ クロス集計結果 
  各設問の集計結果を掛け合わせ、県⺠の⽣涯学習の実態をより詳しく把握

するために分析した調査結果である。 
 
1. ⽣涯学習や活動を始める動機について 

ア ⽣涯学習に関する情報⼊⼿について 
問 11 で、今後「学習したい」と回答した⽅が、問 14 で、「インターネッ

ト、SNSで」（19.6%）と最も⾼く回答しており、次いで「市町村の広報で」
（16.8%）、「新聞や雑誌で」（14.6%）と回答している。 

さらに詳しく、問 11 と問 14 の集計結果を分析するため、男⼥別、年齢
別、地域別に分けてみると、以下の結果となっている。 
男⼥別にみると、①問 11 で、今後「学習したい」と回答した男性が、問

14 で、「インターネット、SNSで」（22.1%）と最も⾼く回答しており、⼥性
も同じく、「インターネット、SNSで」（18.6%）と最も⾼く回答していこと
から、男⼥別に関わることなく、インターネットを活⽤した情報⼊⼿が⾼く
⽰されている。 

また年代別にみると、①問 11 で、今後「学習したい」と回答した 20 代
が、問 14 で、「チラシやポスターで」（41.8%）と最も⾼く回答しており、
30 代（28.3%）、40 代（28.4%）では、「インターネット、SNS で」と最も
⾼く回答している。また 50代では、「新聞や雑誌で」、「テレビ、ラジオで」
（17.2%）と最も⾼く回答しており、60代では、「市町村の広報で」（18.8%）
と最も⾼く回答している。70代以上では「新聞や雑誌で」（18.9%）と回答
していることから、年代別で、⽣涯学習や活動に関する情報⼊⼿が異なる傾
向が⾼く⽰されている。 

さらに問 11 と問 14 の集計結果を地域別にみると、①問 11 で、今後「学
習したい」と答えた⽅で、那覇市在住の⽅は、問 14 で、「インターネット、
SNSで」（20.8%）と最も⾼く回答しており、同じく①問 11 で、今後「学習
したい」と答えた⽅で、中城村在住の⽅は、「インターネット、SNSで」（23.5%）
と最も⾼く回答している。また名護市在住の⽅は、「市町村の広報で」、「イ
ンターネット、SNS で」（16.8%）と最も⾼く回答しており、宮古市在住の
⽅は、「市町村の広報で」、「新聞や雑誌で」（20.8%）、南⾵原町在住の⽅は、
「市町村の広報で」、「インターネット、SNS で」（18.5％）で、と最も⾼く
回答していることから、全体的に、インターネットや市町村の広報、そして
新聞広告から⽣涯学習や活動に関する情報を⼊⼿している傾向が⾼く⽰さ
れている。 
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①学習したい 

 

性
 

別 

年
 

代 

居
住
地 

16.4% 13.4%
0.0% 0.0%

11.9% 16.4%
0.0% 41.8% 0.0%20代

16.5% 10.2% 1.6%
28.3%

7.9% 11.8% 10.2% 12.6%
0.8%30代

17.6%
6.8% 5.4%

28.4% 14.2% 8.8% 8.8% 10.1%
0.0%40代

16.0%
7.4% 3.7%

15.3% 17.2%
9.2%

17.2%
13.5% 0.6%50代

18.8%
11.4%

2.7%
10.7%

18.1%
10.7%

12.8% 14.1%
0.7%60代

16.2%
11.7% 7.2% 7.2% 18.9%

13.5%
11.7% 12.6%

0.9%70代以上

16.2% 8.8% 3.0%
20.8% 15.0% 10.4% 13.2% 12.0%

0.6%那覇市

16.8%
8.8% 5.6%

16.8% 12.8% 12.8%
12.0%

13.6%
0.8%名護市

20.8% 10.4% 4.2%
14.6% 20.8% 12.5% 4.2% 12.5%

0.0%宮古島市

18.5% 12.3%
4.6% 18.5% 12.3% 13.8%

12.3% 7.7%
0.0%南⾵原町

17.6%
5.9% 2.9%

23.5%
8.8% 8.8% 14.7% 17.6%

0.0%中城村

16.5%
9.5%

3.2%
18.6% 13.3% 13.3%

11.6%

13.5% 0.6%⼥性

17.2% 8.2% 4.5%
22.1% 16.8% 7.0% 14.3% 9.4% 0.4%男性
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問 11 で、今後「どちらかといえば学習したい」と回答した⽅が、問 14
で、「インターネット、SNSで」（21.4%）と最も⾼く回答しており、次いで
「市町村の広報で」（18.1%）、「新聞や雑誌で」（15.3%）と回答している。 

さらに詳しく、問 11 と問 14 の集計結果を分析するため、男⼥別、年齢
別、地域別に分けてみると、以下の結果となっている。 
男⼥別にみると、②問 11 で、今後「どちらかといえば学習したい」と回

答した男性が、問 14 で、「市⻑村の広報で」（77.1%）と最も⾼く回答して
おり、⼥性は、「インターネット、SNSで」（20.0%）と最も⾼く回答してい
ことから、男⼥別で、⽣涯学習や活動に関する情報⼊⼿が異なることが⾼く
⽰されている。 

また年代別にみると、②問 11 で、今後「どちらかといえば学習したい」
と回答した 20代の⽅で、問 14 で、「インターネット、SNSで」（39.7%）と
回答しており、30代でも、「インターネット、SNSで」（30.8%）、40代（21.0%）
と回答している。しかし、50代では「市町村の広報で」（21.1%）と最も⾼
く、同じく 60代（20.2%）、70代以上（23.1%）と回答していることから、
年齢別で、⽣涯学習に関する情報⼊⼿の⽅法が、インターネットと市町村の
広報と⾼く異なることが⽰されている。 

さらに問 11 と問 14 の集計結果を地域別にみると、②問 11 で、今後「ど
ちらかといえば学習したい」と答えた那覇市在住の⽅は、問 14 で、「インタ
ーネット、SNS で」（22.5%）と最も⾼く回答しており、同じく、中城村在
住の⽅も「インターネット、SNS で」（32.3％）と回答している。また名護
市在住の⽅は、「市町村の広報で」（21.2%）、同じく宮古島市在住の⽅も「市
町村の広報で」（21.1%）、そして、南⾵原町在住の⽅も「インターネット、
SNS で」（24.2%）と最も⾼く回答していることから、市町村別にみても、
インターネットと市町村の広告から、⽣涯学習に関する情報を⼊⼿していく
ことが⾼く⽰されたている。 
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②どちらかといえば学習したい 

 

性
 

別 

年
 

代 

居
住
地 

11.8% 2.9% 1.5% 39.7%
8.8% 14.7% 14.7% 5.9% 0.0%20代

14.2% 7.5% 4.2%
30.8% 10.8% 6.7% 15.8% 10.0% 0.0%30代

18.3%
7.0% 3.1%

21.0% 16.2% 8.7% 13.5% 11.8%
0.4%40代

21.1%
7.3% 1.8%

18.3% 14.7% 8.3% 15.6% 12.8%
0.0%50代

20.2% 11.2% 7.9% 13.5% 19.1% 9.0% 12.4% 6.7% 0.0%60代

23.1% 11.5% 7.7% 5.1%
20.5%

7.7% 11.5% 12.8%
0.0%70代以上

16.9%
6.0% 3.0%

22.5% 17.4% 8.1% 14.8% 11.3%
0.0%那覇市

21.2% 16.3% 7.7% 13.5% 10.6% 9.6% 12.5% 7.7% 1.0%名護市

21.1%
5.6% 0.0%

19.7% 18.3%
8.5% 14.1% 12.7%

0.0%宮古島市

19.4%
8.1% 8.1%

24.2%
8.1% 11.3% 11.3% 9.7% 0.0%南⾵原町

16.1% 9.7% 6.5%
32.3% 9.7% 12.9% 9.7% 3.2% 0.0%中城村

19.1% 8.9% 3.9%
20.2% 14.1% 10.4% 13.9% 9.5% 0.0%⼥性

77.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.2% 14.6% 2.1% 2.1%男性



 55 

イ 職業別にみた⽣涯学習の有無について 
問４で、「学⽣」と回答された⽅でが、問 11 で、「学習したい」（21.1%）

と最も⾼く回答しており、次いで「会社員・公務員」（17.9%）、「⾃営業」
（16.6%）となっている。 

また問４で、「学⽣」と回答された⽅が、問 11 で、「どちらからといえば
学習したい」（36.8%）と回答された⽅が最も⾼く、次いで「会社員・公務員」
（18.7%）と回答していることから、問４で、「学⽣」、「会社員・公務員」と
回答された⽅が、今後の⽣涯学習への参加が⾼い傾向が⽰されている。 

 
 
2. 希望する⽣涯学習内容について 

ア 職業別にみた⽣涯学習内容について 
問 4 で、「学⽣」と回答された⽅が、問６で、「職業上必要な知識・技術

（仕事に関係のある知識の習得や資格の取得など）」（18.2%）、問４で、「⾃
営業」と回答された⽅が、同じく問６で、「職業上必要な知識・技術（仕事
に関係のある知識の習得や資格の取得など）」（18.3%）、問 4 で、「会社員・
公務員」と回答された⽅が、同じく問６で、「職業上必要な知識・技術（仕
事に関係のある知識の習得や資格の取得など）」（27.3%）と回答している。
また、問４で、「専業主婦・主夫」と回答された⽅が、問 6 で、「趣味的なも
の（⾳楽、美術、華道、舞踊、書道、レクリエーション活動など）」（26.2%）
と回答しており、問４で、「無職」と回答された⽅が、問 6 で、「インターネ
ットやプログラミング、パソコン・スマートフォン操作に関係すること」
（31.3%）、「その他」と回答された⽅が、問６で、「健康・スポーツ（健康法、
医学、栄養、ジョギング、⽔泳など）」（17.6%）と回答していることから、
職業別において、１年間に⽣涯学習や活動をされた⽅の⽣涯学習内容が異な
ることが⽰されている。 

 
イ 職業別にみた学習場所と学習形態について 

問 4 で、「学⽣」と回答された⽅で、問７で、「学校（⾼等教育、⼤学、⼤
学院、専⾨学校など）における公開講座」（33.3%）と答えた⽅が最も⾼く、
問４で、「⾃営業」と回答された⽅で、問７「⾃宅での学習（書籍など）」（16.4%）
と回答している。また、問４で、「会社員・公務員」と回答された⽅も、問７
で、「⾃宅での学習（書籍など）」（19.4%）と回答しており、問４で、「専業
主婦・主夫」と回答された⽅が、問７で、「公⺠館や⽣涯学習センターなど
の公的な機関における講座等」（21.2%）と最も⾼く回答している。また、問
４で、「その他」と回答された⽅も、問７で、「公⺠館や⽣涯学習センターな
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どの公的な機関における講座等」（16.3%）と回答しており、⾃宅、公⺠館や
⽣涯学習センターまたは、学校などの公的な機関における場所を活⽤してい
ることが⾼く⽰されている。 

 
ウ ⽣涯学習をした感想 

問６で、「職業上必要な知識・技術（仕事に関係のある知識の習得や資格
の取得など）」と回答された⽅が、問８で、「必要な知識・技能が⾼められた」
（38.6%）と最も⾼くなっており、その次に、問６で、「育児・教育（家庭教
育、幼児教育、教育問題）」、そして「地域⽂化・歴史（空⼿、琉球舞踊、三
線、伝統料理、伝統⼯芸、琉球・沖縄史など）」と回答された⽅が、問 8 で、
同じく、「必要な知識・技能が⾼められた」（33.9%）と回答してされている
ことが⽰された。 

また、問６で上位 3位に⼊っている「職業上必要な知識・技術（仕事に関
係のある知識の習得や資格の取得など）」、「育児・教育（家庭教育、幼児教
育、教育問題）」、「地域⽂化・歴史（空⼿、琉球舞踊、三線、伝統料理、伝統
⼯芸、琉球・沖縄史など）」と答えた⽅は、問８で、「必要な知識・技能が⾼
められた」と回答された⽅の次に、「⽣活をよくするために役⽴った」と回
答された⽅が多い結果から、県⺠の多くが、職業上必要知識や技術を習得す
るため、また育児や教育に関する学習、そして地域⽂化に関する⽣涯学習や
活動を通して、⾼い満⾜度を得ていることが⽰されている。 
問６で、「インターネットやプロミング、パソコン・スマートフォン操作

に関連すること」と答えた⽅が、⽣涯学習をして「良かったと思えなかった」
（11%）と最も⾼く、調査の結果、インターネットやパソコンに関係する⽣
涯学習を⾏った⽅だけが、満⾜のいく⽣涯学習の成果を得ていないことが⽰
されている。 

 
エ ⽣涯学習の成果について 

問６で、「職業上必要な知識・技術（仕事に関係のある知識の習得や資格
の取得など）」と答えた⽅が、問９で、「職業⽣活への活⽤（転職・資格取得・
仕事の合理化等）」と答えた⽅が（38.8%）と最も⾼く回答している。また問
６における残りの全ての各回答項⽬において、問 9 で、「⽇常⽣活の向上（家
庭⽣活の改善・健康管理等の向上」と答えた⽅が最も⾼く⽰されている。 

 
オ 今後希望する⽣涯学習内容について 

問 11 で、今後「学習したい」と回答された⽅が、問 12 で、「健康・スポ
ーツ（健康法、医療、栄養、ジョギング、⽔泳など）」(15.0%) と回答して
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おり、また問 11 で、今後「どちらかといえば学習したい」と答えた⽅も、
問 12 で、「健康・スポーツ（健康法、医学、栄養、ジョギング、⽔泳など）」 
(15.3%）と最も⾼く回答していることから、健康に関することや、職業上必
要とされている知識や技術の習得のため、⽣涯学習や活動内容を今後⾏う傾
向が⾼く⽰されている。 

 
カ 今後希望する学習場所や学習形態について 

問 11 で、今後「学習したい」と答えた⽅が、問 13 で、「公⺠館や⽣涯学
習センターなどの公的な機関における講座等」（19.0%）が最も⾼く回答され
ており、次いで、問 11 で、今後「学習したい」と回答された⽅が、問 13 で、
「インターネット、オンライン講座、情報端末」（16.1%）と回答している。
また、問 11 で、同じく今後「学習したい」と回答された⽅が、問 13 で、「⾃
宅での学習（書籍など）」（13.2%）と回答している。 

また問 11 で、今後「どちらかといえば学習したい」と回答された⽅も、
問 13 で、「公⺠館や⽣涯学習センターなどの公的な機関における講座等」
（9.0%）が最も⾼く回答されており、次いで「インターネット、オンライン
講座、情報端末」（8.1%）、「⾃宅での学習（書籍など）」（6.7%）と回答して
いることから、公⺠館や⽣涯学習センターなどの公的な機関を、今後の学習
場所として利⽤する傾向が⾼く⽰されている⼀⽅、インターネットやオンラ
イン講座を活⽤した学習形態や、⾃宅などを今後の⽣涯学習場所として利⽤
する傾向が⾼く⽰されている。 

 
キ リカレント教育を受ける傾向について 

問 16 で、「学習したことがある（現在学んでいる）」と回答した⽅が、問
17 で、「教養を深めるため」（17.9%）と回答しており、また問 16 で、「今
後、学習したいと思う」と回答した⽅が、問 17 で、同じく「教養を深める
ため」（26.2%）と最も⾼く回答している結果から、教養を深めるため、今後、
リカレント教育を受ける傾向が⾼いことが⽰されている。 
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3. ⽣涯学習の環境整備について 
ア 職業別にみた⽣涯学習活動について 

問４で、「学⽣」と回答された⽅が、問５で、「学習をした」（72.7%）と最
も⾼く回答しており、次いで「無職」（59.6%）、「専業主婦・主夫」（42.0%）
となっている。 

また問４で、「⾃営業」と回答された⽅が、問 5 で、「学習をしていない」
（68.3%）と最も⾼く回答しており、次いで問４で、「パート・アルバイト」
と回答された⽅が、問５で、「⽣涯学習をしていない」（67.3%）と回答して
おり、また同じく問４で、「会社員・公務員」と回答された⽅が、問５で「⽣
涯学習をしていない」（61.8%）と回答している。 

以上の結果より、問４で、「学⽣」と回答された⽅が、その他の職業を回
答された⽅よりも、この１年間に⽣涯学習を⾏った傾向が⾼いことが⽰され
ている。またその⼀⽅、問 4 で、「⾃営業」と回答された⽅が、その他の職
業を回答された⽅よりも、この 1 年間に⽣涯学習をしなかった傾向が⾼いこ
とも⽰されている。 

 
イ この１年間⽣涯学習をしなかった⽅の理由について 

問５で、「⽣涯学習をしていない」と答えた⽅が、問 10 で「⽣涯学習をし
ていない理由」について答えた結果、「仕事・家事・育児などのため、時間
が取れない」（27.3%）、次いで、「どんな学習や活動があるのかわからない」
（18.7%）、「学習費⽤を負担出来ない」（14.0%）となっていることから、⽣
涯学⽣を⾏うためには、⼗分な時間と費⽤が必要であることが⾼く⽰された
⼀⽅、⽣涯学習や活⽤内容について⼗分把握できていない県⺠が存在する傾
向も⾼いことから、幅広い層に対し、⽣涯学習や活動に関する広報活動が必
要ではないかと考える。 
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巻末資料：調査表 
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